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纂
響

09時 30分 駅前発 【中国バス加茂行乗車】

010時    粟根バス停着

010時 15分井伏鱒二生家

010時 30分窪田次郎生家跡

011時    加茂神社

011時 40分猪子古墳

012時    倉神社 (昼食)

013時    同上発

014時    石鎚山古墳

015時    正戸山城跡

016時 30分万能倉駅着解散

【電車は 16時 41分発福山行に乗車の予定】

☆ゴミは自分で持ちかえりましょう



尾
ノ
上
古
墳

①
調
査
地
福
山
市
加
茂
町
字
粟
根
字
尾
ノ
上
２
６
３
１
１

②
調
査
面
積
５
０
０

ｍ

③
調
査
期
間
１
９
９
９
年
５
月
２
３
日

（金
）
～
６
月
１
５
日

（火
）

④
経
過
１
９
９
９
年
３
月
１
０
日
付
で
、
佐
藤
土
木

（株
）
（開
発

業
者
）
か
ら
真
砂
土
採
集
場
開
発
事
業
に
伴
い
協
議
が
あ
り
、
３
月

２
３
日
に
試
掘
調
査
依
頼
書
が
提
出
さ
れ
た
。
３
月
２
５
日
に
試
掘

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
丘
陵
上
で
古
墳
の
墳
丘
と
葺
石
を
検
出
し
、

墳
丘
部
か
ら
埴
輸
片

・
土
器
片
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

墳
頂
部
か
ら
鏡
片

・
勾
玉

・
管
玉

・
ガ
ラ
ス
小
玉
が
出
土
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
開
発
業
者
か
ら
５
月
１
０
日
付
で
発
掘
調
査
依
頼
書

が
提
出
さ
れ
た
。
市
教
委
は
、
「福
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団
し

を
編
成
し
、
開
発
業
者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

⑤
調
査
結
果
　
尾
ノ
上
古
墳
は
、
加
茂
谷
を
南
に
見
渡
す
丘
陵
上
に

造
ら
れ
た
古
墳
で
、
西
に
の
び
る
丘
陵
を
掘
り
切
っ
て
尾
根
と
墳
丘

が
区
画
さ
れ
て
い
た
。
調
査
で
は
、
古
墳
の
形
や
大
き
さ
な
ど
を
確

認
す
る
た
め
、
古
墳
の
東
側
、
北
側
、
北
西
側
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定

し
た
。

東
ト
レ
ン
チ
　
墳
丘
の
裾
が
円
形
に
め
ぐ
り
、
３
段
に
築
か
れ
た
墳

丘
と
テ
ラ
ス
、
そ
し
て
１
・
２
段
目
の
墳
丘
斜
面
に
貼
り
つ
け
た
葺

石
を
確
認
し
た
。
ま
た
１
段
ロ
テ
ラ
ス
の
上
で
、
壺
形
埴
輸
が
出
土

し
た
。

北
ト
レ
ン
チ
　
墳
丘
の
裾
が
円
形
に
め
ぐ
り
、
１
・
２
段
目
の
墳
丘

と
テ
ラ
ス
、
そ
し
て
葺
石
を
確
認
し
た
。

北
西
ト
レ
ン
チ
　
墳
丘
の
裾
や
３
段
に
築
か
れ
た
墳
丘
と
テ
ラ
ス
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
墳
丘
斜
面
で
、
葺
石
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
２

段
目
の
テ
ラ
ス
で
は
、
円
筒
埴
輸
の
基
底
部
と
そ
の
破
片
、
朝
顔
形

埴
輪
の
破
片
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
。
墳
丘
の
裾
は
、
円
形
に
め

ぐ
っ
た
後
、
屈
折
し
て
直
線
状
に
の
び
、
「
く
」
の
字
状
に
く
ぴ
れ

て
い
た
。

北
西
ト
レ
ン
チ
で
く
び
れ
部
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
墳
形
は
東

西
に
主
軸
を
も
つ
前
方
後
円
墳
と
判
断
し
た
。
規
模
は
、
古
墳
の
裾

か
ら
復
元
し
て
、
後
円
部
の
径
３
３

ｍ
、
一呂
さ
５

ｍ
の
大
き
さ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
前
方
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
壊
さ
れ
て
い

た
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
長
さ
３
０

ｍ
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。



-

以
上
の
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
後
円
部
３
段
、
前
方
部
２
段
、
全
長

６
０

ｍ
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

葺
石

ど
の
ト
レ
ン
チ
で
も
、
墳
丘
斜
面
で
葺
看
が
確
認
さ
れ
た
。
墳
丘
裾

の
基
底
石
に
は
、
３
０
０ｍ
前
後
の
比
較
的
大
き
め
の
石
材
を
据
え
、

順
次
上
部
に
積
み
上
げ
て
い
た
。
石
材
は
す
べ
て
河
原
石
で
、
青
緑

色
系
の
石
材

（泥
岩
）
が
多
く
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
葺
石
の
上
部
は

か
な
り
崩
れ
落
ち
て
い
た
が
、
山朋
れ
落
ち
た
葺
石
の
量
か
ら
み
る
と
、

か
つ
て
は
墳
丘
斜
画
全
体
に
〓
か
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

壺
形
埴
輸
は
、
口
縁
が
朝
顔
状
に
大
き
く
ひ
ら
き
、
胴
部
は
球
形
を

し
た
壺
形
で
あ
る
。
多
少
の
大
小
は
あ
る
が
、
径
２
５
ｍ
、
高
さ
４

０
ｏｍ
前
後
で
あ
る
。
後
円
部
と
前
方
部
の
境
と
な
る
く
び
れ
部
の
テ

ラ
ス
付
近
で
は
、
円
筒
埴
輸
の
基
底
部
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
周
辺
か
ら
円
筒
埴
輪
や
朝
顔
形
埴
輪
の
破
片
が
多
数
出
土
し

た
。

埋
葬
施
設

後
円
部
上
面
は
、
後
世
に
基
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
か
な
り
深
く

ま
で
撹
乱
さ
れ
い
た
。
ｌ

ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
所
で
、
下
部
に
粘
土

と
砂
利
を
用
い
た
粘
土
床
の

一
部
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
板
石
を
積

み
重
ね
た
施
設
を
検
出
し
た
。
そ
の
他
は
、
埋
葬
施
設
の
手
が
か
り

に
な
る
も
の
は
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら

埋
葬
施
設
の
様
子
を
復
元
す
る
と
、
ま
ず
墓
壌
の
底
に
粘
土
と
礫
を

用
い
て
床
を
造
り
、
そ
の
上
に
幅
ｏ
．
９

ｍ
～
ｌ

ｍ
、
長
さ
５

ｍ
の

本
棺
を
据
え
、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
に
板
石

会
几
紋
岩
質
の
石
〉
を
あ

る
程
度
の
高
さ
ま
で
積
み
上
げ
て
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

ト
ト
”
■
■
、́



出
土
遺
物

墳
丘
か
ら
は
多
量
の
埴
輪
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
他
の
土
器
は
ご
く

わ
ず
か
で
あ

っ
た
。
埋
葬
施
設
は
擾
乱
さ
れ
て
い
た
た
め
、
も
と
の

位
置
で
み
つ
か

っ
た
遣
物
は
無
い
が
、
土
坑
内
の
埋
立
か
ら
つ
ぎ
の

遣
物
が
出
土
し
た
。
　

　

．

・
銅
鏡
　
径
２
２
０ｍ
の

「キ
鳳
鏡
」
で
あ
る
。
尾
ノ
上
古
墳
以
外
で

は
、
福
岡
県
沖
ノ
島
遺
跡
、
宮
地
獄
付
近
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
が
、

中
国
製
か
日
本
製
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
玉
類
　
斐
翠
製
勾
玉

（
２
点
）
、
緑
色
凝
灰
岩
製
管
玉

（大
２
点
、

中
７
点
、
小
３
点
）
ガ
ラ
ス
製
小
玉

（
１
８
７
点
）。

ま
と
め

以
上
の
こ
と
か
ら
、
尾
ノ
上
古
墳
は
古
墳
時
代
前
期

（
４
世
紀
代
）

に
築
造
さ
れ
た
古
墳

食
則
方
後
円
墳
）
で
、
加
茂
谷
地
域
を
治
め
た

有
力
な
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
（福
山
市
文
化
財
年
報
平
成
十

一
年
度
）

井
伏
鮮

二

（い
ぶ
せ

口
ま
す
じ
）
小
説
家

　

（あ
８
～
お
８
）

福
山
市
加
茂
町
に
生
ま
れ
る
。　
福
山
中
学
校

（現

・
福
山
誠
之
館

高
校
）
を
卒
業
、
初
め
は
画
家
を
志
し
た
が
、
早
稲
田
大
学
に
入
学

し
て
、
文
学
の
道
に
進
ん
だ
。
独
特
の
戯
画
手
法
を
駆
使
し
た

「
山

椒
魚
」
「朽
助
の
ゐ
る
谷
間
」
な
ど
を
も

っ
て
文
壇
に
登
場
。
の
ち

「ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
」
に
よ
っ
て
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。
太
平

洋
戦
争
初
期
に
は
、
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
、

戦
争
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は
、
一二
年
間
、
甲
府
と
郷
里
に
疎
開

し
た
。
戦
後
は
、
着
実
で
充
実
し
た
創
作
活
動
に
よ
っ
て
、
次
第
に

文
壇
で
重
き
を
な
し
、
特
に
、
原
爆
を
扱

っ
た

「黒
い
雨
」
に
よ

っ

て
、
そ
の
名
を
内
外
に
高
め
た
。
諸
作
品
に
よ
っ
て
多
く
の
文
学
賞

を
受
賞
し
、
芸
術
院
会
員
と
な
り
、
文
化
勲
章
も
受
け
た
。
井
伏
文

学
は
、
郷
土
に
深
く
根
ざ
し
て
普
遍
に
達
し
た
文
学
と
し
て
、
日
本

近
代
文
学
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
（福
山
文
学
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

明
治
の
啓
蒙
思
想
家
窪
田
次
郎

加
茂
の
谷
は
、
私
の

一
番
好
き
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の

一
帯
は
古
く

か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
古
く
は
弥
生
時
代
の
甕
棺
が
出
上
し
、
古



窪
田
次
郎
肖
像

（県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

墳

も

た

く

さ

ん

残

っ
て

一　
　
ぃ
る

。

一
・
　

地

名

の

●
一
　

起

こ
り

一一　
　
は

、　
平

・
　

安

時

代

に
、　
一呆

都

の
鴨

神

社

の

荘
園
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
加
茂
神
社

が
そ
の
名
残
だ
。
加
茂
谷
の
散
策
も
、
加
茂
神
社
を
起
点
に
す
る
の

が
よ
い
。
神
社
の
前
に
は
旧
県
道
が
走
り
、
道
沿
い
に
は
昔
懐
か
し

い
田
園
風
景
が
残

っ
て
い
る
。
そ
の
旧
道
沿
い
に
は
、
か
つ
て
の
郷

土
の
大
先
輩
の
史
跡
が
残

っ
て
い
る
。
特
に
明
治
の
啓
蒙
思
想
家
窪

田
次
郎
の
屋
敷
跡
は
是
非
訪
ね
て
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
だ
。

加
茂
神
社
の
前
か
ら
旧
道
を
北
に
進
む
と
、
や
が
て
大
き
な
石
碑
の

建
つ
交
差
点
に
出
る
。
加
茂
谷
の
枝
谷

「
四
川
」
の
谷
の
入
り
口
で

あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
進
む
と
左
手
の
小
高
い
丘
に
古
い
石
垣
を
め

ぐ
ら
し
た

一
角
が
目
に
付
く
。
こ
れ
が
こ
の
地
に
土
着
し
て
６
０
０

年
と
言
わ
れ
る
、
窪
田
家
の
屋
敷
跡
で
あ
る
。
今
は
も
う
誰
も
住
む

も
の
は
い
な
い
。
広
い
屋
敷
地
の
右
奥
に
白
壁
の
土
蔵
が
ポ
ツ
ン
と

建

っ
て
い
る
だ
け
だ
。
医
者
に
し
て
政
治
家
、
教
育
者
、
思
想
家
…
。

明
治
初
年
、
先
覚
者
と
し
て
幅
広
い
活
躍
を
し
た
、
あ
の
窪
田
次
郎

（１
８
３
４
１
１
９
０
２
）
の
生
ま
れ
育

っ
た
家
の
跡
か
と
思
う
と
、

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
屋
敷
の
裏
手
に
は
次
郎
自
身
が
今
も
永
遠

の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
の
だ
。
窪
田
次
郎
に
つ
い
て
は
、
最
近
テ
レ

ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
、
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。
な
に
し
ろ
当
時

草
深
い
農
村
に
過
ぎ
な
か

っ
た
安
那
郡
粟
根
村
（現
加
茂
町
粟
根
）

で
、
明
治
４

（
１
８
フ
ー
）
年
、
「民
会
」
を
開
催
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
れ
も
選
挙
権
は
、
１
戸
に
１
票
と
い
う
、
当
時
と
し
て

は
画
期
的
な
選
挙
制
度
の
議
会
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「啓
蒙
所
」
と

い
いつ
、
後
の
小
学
校
の
原
型
と
な

っ
た
庶
民
教
育
の
場
を
、
全
国
に

先
駆
け
て
福
山
地
方
に
設
け
た
の
も
彼
で
あ

っ
た
。
試
み
に
、
ご
自

身
の
出
身
小
学
校
の
歴
史
を
調
べ
て
見
る
と
い
い
。
昭
和
４
０
年
代



に
開
学
し
た
新
設
校
で
な
か
っ
た
ら
、
き

っ
と
窪
田
次
郎
が
提
唱
し
、

推
進
し
た

「
啓
蒙
所
」
に
た
ど
り
着
く
は
ず
で
あ
る
。
ざ
ら
に
、
そ

の
驚
＜
べ
き
先
見
性
は
、
彼
自
身
の

「本
業
」
で
あ
る
医
学
の
分
野

で
も
発
揮
さ
れ
た
。
な
ん
と
、
彼
は
現
在
で
も
あ
ま
り
普
及
し
た
と

は
言
え
な
い

「
医
薬
分
業
」
を
あ
の
明
治
初
年
、
自
ら
進
ん
で
実
践

し
た
の
で
あ
る
。
窪
田
次
郎
、
そ
の

「奇
跡
」
と
し
か
い
い
よ
う
の

な
い
先
見
性
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
、
彼
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

生
い
立
ち
　
福
山
を
代
表
す
る
明
治
の
啓
蒙
思
想
家
窪
田
次
郎
は
、

天
保
６
年

（
１
８
３
５
）
４
月
２
４
日
、
備
後
国
安
那
郡
粟
根
村

（現

福
山
市
加
茂
町
粟
根
）
で
生
ま
れ
た
。
今
を
去
る
こ
と
１
６
０
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。
父
は
、
商
方
を
業
と
す
る
医
師
窪
田
亮
貞
。
幼
少

の
頃
、
病
弱
で
あ

っ
た
と
い
う
次
郎
は
、
こ
の
父
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
次
郎
の
父
亮
貞
は
、
家
運
の
傾
い
た
窪
田

家
に
養
子
と
し
て
入
っ
て
家
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
か
つ
て
は
粟

根
村
の
庄
屋
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
窪
田
家
は
、
こ
の
頃
ほ
と
ん
ど

家
産
を
失
い
、
家
屋
敷
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
一元
貞
は
こ
の

窪
田
家
を
医
師
と
し
て
再
興
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
師
に

選
ん
だ
の
が
、
当
時
長
崎
鴫
滝
で
塾
を
開
い
て
い
た
ド
イ
ツ
人
医
師

シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
一一一一口う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
に
初
め
て
体
系
的
な
西
洋
医
学
を
紹
介
し

た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
弟
子
に
は
、
後
に
日
本
の
医
学
界
は
お
ろ
か
、

各
界
で
活
躍
し
た
人
物
は
多
い
。
次
郎
の
先
見
性
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト

の
鳴
滝
塾
と
い
う
、
当
時
日
本
で
唯

一
開
か
れ
て
い
た
近
代
科
学
の

「窓
」
で
学
ん
だ
父
亮
貞
の
存
在
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
幼
少
か
ら

西
洋
の
学
問
や
思
想
に
触
れ
て
い
た
次
郎
は
、
少
年
期
か
ら
師
を
求

め
て
各
地
を
遊
学
し
て
い
る
。
「窪
田
次
郎
履
歴
書
」
に
よ
る
と
、

漢
学
の
師
は
、
有
名
な
阪
谷
朗
慮
。
備
中
築
瀬
の
出
身
で
後
に
丼
原

に
興
譲
館
を
開
い
た
人
物
で
あ
る
。
近
代
思
想
を
啓
蒙
し
た
思
想
家

の
最
初
の
師
が
漢
学
者
と
い
う
の
も
妙
な
話
だ
が
、
こ
れ
は
当
時

一

般
的
な
こ
と
で
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
明
治
の
偉
大
な
思
想
家
は
、

皆
有
名
な
漢
学
者
に
つ
い
て
学
問
を
始
め
て
お
り
、
か
つ
、
当
時
西

洋
の
書
物
は
皆
漢
文
に
翻
訳
さ
れ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
漢

学
の
素
養
が
無
け
れ
ば
西
洋
の
学
問
に
触
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
蘭
方
医
学
の
方
は
、
初
め
同
じ
く
備

中
築
瀬
の
山
成
好
斎
に
学
び
、
後
に
は
京
都

・
大
阪
方
面
に
遊
学
し



て
、
有
名
な
緒
方
洪
庵
門
下
の
俊
才
、
緒
方
郁
蔵

・
赤
沢
寛
輔

・
村

上
代
三
郎
と
い
っ
た
著
名
な
蘭
学
者
に
つ
い
て
修
行
、
大
い
に
見
聞

を
広
め
て
い
る
。
緒
方
洪
庵
に
つ
い
て
は
、
ンヽ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾

同
様
、
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
開
い
た
適
塾
か
ら
は
、

福
沢
諭
吉

３
大
村
益
次
郎
を
始
め
、
後
の
日
本
を
背
負

っ
て
立

っ
た

人
物
を
輩
出
し
た
所
で
あ
る
。
窪
田
次
郎
は
、
後
年
、
そ
の
履
歴
書

の
な
か
で
、
「都
合
八
年
五
ケ
月
間
医
術
に
従
事
す
と
い
え
ど
も
、

数
々
窮
乏
を
以
て
研
究
の
時
間
は
僅
々
五
分
の

一
に
足
ら
ず
」
と
言

っ
て
謙
遜
し
て
い
る
が
、
彼
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
次
郎

が
適
塾
の
流
れ
を
汲
む
人
物
に
つ
い
て
、
西
洋
の
学
問

・
思
想
を
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

啓
蒙
所
　
文
久
２
年
（１
８
６
２
）
、
父
亮
貞
の
引
退
に
よ
っ
て
故
郷

に
帰

っ
た
次
郎
は
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に

活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
は
じ
め
が
小
学
校
の
前
身
と
し
て
知
ら
れ

る

「啓
蒙
所
」
の
開
設
運
動
で
あ
る
。
彼
に
は
独
特
の
信
念
が
あ

っ

た
。
そ
れ
は
人
間
が
人
間
ら
し
く
あ
る
た
め
に
は
、
「衛
生
」
「資
産
」

「品
性
」
の
三
つ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「衛
生
」

と
は
、
現
在
で
言
え
ば

「健
康
」
の
こ
と
で
あ
る
。
医
師
で
あ

っ
た

次
郎
は
健
康
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
獲

得
に
は
何
よ
り
も

「資
産
」
つ
ま
り
、
「お
金
」
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
。
こ
の
辺
り
が
こ
の
時
期
の
思
想
家
と
し
て
彼
独
自
の
考
え

で
、
医
師
を
出
発
点
と
し
た
窪
田
次
郎
ら
し
い
思
想
と
言
え
る
。
で

は

「資
産
」
の
獲
得
に
は
何
が
必
要
か
。
Ｆ
印
性
」
、
す
な
わ
ち

「教

育
」
が
必
要
だ
と
、
彼
は
主
張
す
る
。
こ
こ
が
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
み
を
教
育
の
目
的
と
し
て
主
張
し
た
前
代
の
儒
学
者
と
大
い
に

違
う
点
で
あ
る
。
次
郎
は
自
ら
の
信
念
で
あ
る
教
育
の
普
及
を
最
初

福
山
藩
の
藩
校
で
あ
る

「誠
之
館
」
の
改
革
で
果
た
そ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
彼
の
考
え
は
藩
当
局
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼

が
考
え
出
し
た
の
が
民
間
で

「啓
蒙
社
」
を
組
織
し
、
そ
の
資
金
に

よ
っ
て

「啓
蒙
所
」
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
運
動
で
あ

っ
た
。
彼
は

言
う
、
「貧
富
を
分
た
ず
、
男
女
七
歳
以
上
十
歳
に
至
る
迄
尽
く
此

の
啓
蒙
所
に
入
れ
、
容
儀
を
教
え
、
其
才
知
を
実
地
に
培
養
せ
ば
、

【略
】
其
中
必
ず
国
家
有
用
の
材
も
こ
れ
有
る
べ
し
、
【略
】
朝
に

英
俊
満
ち
、
野
に
遺
材
な
く
、
賢
者
位
に
有
り
、
能
者
職
に
有
り
、

ま
た
、
何
ぞ
外
侮
を
患

へ
ん
や
」
（啓
蒙
社
大
意
）
、
言
う
ま
で
も
な

く
こ
れ
は
明
治
新
政
府
の

「国
民
皆
教
育
」
の
理
念
を
先
取
り
し
た



も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
郎
は
人
々
に
訴
え
か
け
た
。
ご
心
有
る

人
は
、
或
い
は
古
衣

一
枚
を
売
り
、
或
い
は
寝
酒

一
勺
を
減
じ
」
子

弟
の
教
育
に
当
た
ろ
う
で
は
な
い
か
と
…
。
彼
の
努
力
は
広
範
な
民

衆
の
支
持
を
得
て
、
実
を
結
ん
で
い
っ
た
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

２
月
６
日
、
深
津
郡
深
津
柑
長
尾
寺
（現
福
山
市
西
深
津
町
）
に
最

初
の
啓
蒙
所
が
開
か
れ
た
の
を
手
始
め
に
、
各
地
で
そ
の
開
設
が
相

次
ぎ
、
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
８
月
３
日
の
い
わ
ゆ
る

「学
制
発

布
」
の
時
点
で
は
、
８
３
カ
所
、
通
学
生
５
，
０
９
５
人
。
明
治
新

政
府
の
役
人
を
し
て
、
「啓
蒙
所
は
文
部
省
も
柳
か
先
手
を
う
た
れ

た
」
と
う
な
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

小
田
県
蛙
鳴
群
　
私
と
窪
田
次
郎
の
出
会
い
は
、
２
０
年
あ
ま
り
前

に
さ
か
の
ぼ
る
。
神
辺
に
光
蓮
寺
と
い
う
寺
が
あ

っ
て
、

讐̈
」
で
彼

の
書
い
た
「奉
矢
野
権
令
書
」
の
写
し
を
見
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

最
初
手
に
取
っ
た
と
き
は
、
正
直
言

っ
て
そ
の
価
値
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
「大
し
て
古
く
な
い
文
書
だ
な
、
明
治
時
代
の
も
の
か
な
」

と
た
だ
漠
然
と
思
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
窪
田
次
郎
の
こ
と

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
そ
の
価
値
と
、
何
故
神
辺
の
光
蓮
寺

に
そ
の
写
し
が
あ

っ
た
の
か
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「奉
矢
野
権
令
書
」
は
、
明
治
７
年

【
１
８
７
４
】
７
月
、
窪
田

次
郎
が
時
の
小
田
県
権
令
矢
野
光
儀
に
宛
て
て

「小
田
県
議
会
」
の

開
催
を
要
請
し
た
建
白
書
で
あ
り
、
そ
の
開
催
運
動
の
中
心
に
な

っ

た

「
小
田
県
蛙
鳴
群

【あ
め
い
ぐ
ん
ど

の
学
習
会
の
会
場
が
、
神

辺
の
光
蓮
寺
で
あ

っ
た
の
だ
。

窪
田
次
郎
は
、
民
主
的
な
議
会
制
度
に
関
し
て
も
先
覚
者
で
あ

っ

た
。
明
治
４
年

【
１
８
７
１
】
と
言
う
、
全
国
的
に
見
て
も
早
い
時

期
に
、
次
郎
の
提
唱
に
よ
っ
て
彼
の
住
む
粟
根
村
で
は

「民
会
」
が

開
催
さ
れ
、
村
の
収
支
決
算
が
討
議
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年
に

は
、
「
下
院
議
員
結
構
の
議
案
」
が
彼
の
手
に
よ
っ
て
書
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

彼
の
構
想
し
た
議
会
制
度
は
、
男
女
に
関
わ
ら
ず
Ｅ

家
に

一
票
」

と
い
う
極
め
て
民
主
的
な
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
が
、
「村
会
」
「郡

会
」
「県
会
」
「国
会
」
の
４
段
階
に
わ
た

っ
て
国
政
を
議
す
と
い
う

極
め
て
斬
新
な
も
の
で
、
そ
の
県
会
開
設
の
要
望
書
が
最
初
に
述
べ

た

「奉
矢
野
権
令
書
」
で
あ

っ
た
の
だ
。

「衛
生

・
資
産

占
印
性
」
の
獲
得
こ
そ
人
間
の
人
間
た
る
所
以
と

考
え
た
彼
に
と
っ
て
、
明
治
新
政
府
の

コ
昌
国
強
兵
」
政
策
は
我
慢



の
な
ら
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
そ
の
手
紙
で
い
っ
て
い
る
、
「
い

わ
ゆ
る
富
国
と
申
す
は
、
政
府
に
金
穀
の
集
ま
り
候
者
に
て
は
決
し

て
こ
れ
な
く
、
国
中
皆
富
候
を
誠
の
富
国
と
申
し
候

・
・
・
・
」

次
郎
が
明
治
新
政
府
の
政
策
と
真

っ
向
か
ら
対
立
し
た
の
は
明

治
６
年
か
ら
始
ま

っ
た

「地
租
改
正
」
で
あ
る
。
地
租
改
正
は
江
戸

時
代
ま
で
の
現
物
年
貢
を
改
め
、
土
地
の
地
価
を
定
め
、
そ
の
３
パ

ー
セ
ン
ト
を
税
金
と
し
て
徴
収
し
よ
う
と
し
た
税
制
改
革
で
、
明
治

大
正
と
多
く
の
農
民
が
小
作
農
に
転
落
し
て
、
苦
労
す
る
も
と
に
な

っ
た
政
策
で
あ
る
。
現
物
年
貢
時
代
は
、
凶
作
の
場
合
年
貢
が
あ
る

程
度
減
免
さ
れ
た
、
し
か
し
、
金
納
に
な
れ
ば
豊
凶
に
か
か
わ
ら
ず

税
金
は
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
が
近
代
国
家
に
脱
皮
す
る

た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
税
制
改
革
で
あ

っ
た
と
は
言
え
、
こ
れ
で
ど

れ
だ
け
の
勤
勉
な
農
民
が
呻
吟
し
た
こ
と
か
。

し
か
し
、
窪
田
次
郎
の
地
租
改
正
反
対
闘
争
は
、
列
強
に
追
い
つ

け
追
い
越
せ
の
富
国
強
兵
政
策
を
強
行
す
る
明
治
新
政
府
の
容
れ

る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
「錦
の
御
旗
」
を
掲
げ
る
政
府
に
よ
っ

て
次
郎
の
運
動
は
弾
圧
さ
れ
、
彼
自
身
も
医
師
の
免
許
を
取
り
上
げ

ら
れ
、
岡
山
の
偶
居
で
寂
し
く
客
死
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

志
川
滝
山
城
跡

福
山
市
の
中
心
か
ら
、
国
道

一
八
二
号
線
を
北

へ
約
二
〇
分
、
車

は
吉
備
高
原
に
刻
ま
れ
た
加
茂
の
谷
あ
い
に
入
る
。
一〓
」
で
さ
ら
に

道
を
山
野
方
面
に
と
る
と
、
や
が
て
加
茂
町
大
字
粟
根
に
至
る
。
備

後
宮
氏
最
後
の
拠
点
と
な

っ
た
志
川

（
四
川
）
滝
山
城
跡
は
、
こ
こ

か
ら
西
に
入
っ
た
四
川
谷
の
最
奥
部
に
存
在
す
る
。

城
は
、
士
口
備
高
原
の
南
縁
の
溺
れ
谷
に
望
む
尾
根
の
突
端
部
を
利

用
し
て
築
か
れ
た
も
の
で
、
標
高
二
九
五
層
の
山
頂
部
に
南
北
三
曲

輸
か
ら
な
る
主
郭
を
築
き
、
東
南
に
張
り
出
し
た
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の

尾
根
上
に
四
曲
輪
を
配
し
て
い
る
。
主
郭
背
後
の
尾
根
上
と
、
主
郭

と
東
南
の
曲
輪
群
の
間
に
は
堀
切
が
見
ら
れ
る
が
、
加
工
の
度
合
い

は
あ
ま
り
強
く
な
い
。
主
郭
部
と
東
南
の
尾
根
上
の
曲
輸
群
に
挟
ま

れ
た
東
側
の
く
ば
地
に
は
石
垣
で
構
築
さ
れ
た
井
戸
曲
輸
が
残
り
、

主
郭
西
の
断
崖
面
に
は
城
名
の
起
こ
り
と
な

っ
た
、
降
雨
後
の
み
に

流
れ
落
ち
る
枯
れ
滝
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
郷
土
史
書

『
西
備
名
区
』
に
よ
る
と
、
滝
山
城
は
、

山
野
村

（現
福
山
市
山
野
町
Ｉ
Ｆ
屋
ケ
丸
城
主
で
あ

っ
た
宮
二
郎
義



兼
が
明
応
元
年

（
一
四
九

二
）
に
築
き
、
越
後
入
道

光
音
、
常
陸
守
光
寄
と
三

代
に
わ
た

っ
て
居
城
と

し
た
と
い
う
。

義
兼

の
系
譜
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
山
野
は

室
町
時
代
初
期
、
宮
氏
の

有
力
な

一
族
宮
次
郎
右

衛
門
尉
氏
兼
が
領
し
て

お
り

（『
山
内
首
藤
家
文

書
』
人
三
号
）
、
氏
兼
を

祖
と
す
る
宮
彦
次
郎
家
の

惣
領
か
そ
の

一
門
に
連
な
る
者
で
あ
ろ
う
。

こ
の
城
が
攻
防
の
舞
台
と
な

っ
た
の
は
、
天
文
二
十

一
年

（
一
五

五
二
）
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
九
月
の
大
内
義
隆
滅
亡
後
の
政
情

の
な
か
で
、
同
年
四
月
、
将
軍
足
利
義
輝
は
、
出
雲
の
尼
子
晴
久
を

備
後
な
ど
八
カ
国
の
守
護
職
に
任
命
し
、
中
国
地
方
の
安
定
勢
力
と

認
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
尼
子
の
勢
力
は
再
び
中
国
山
脈
を
超
え
て

備
後
に
南
下
し
、
庄
原
の
山
内
氏
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
応
ず
る
者
が

現
れ
た
。
な
か
で
も
宮
入
道
光
音
を
盟
主
と
し
た
宮

一
族
は
、
一
族

を
糾
合
し
て
備
北
か
ら
南
下
し
、
滝
山
城
に
拠

っ
て
宮
氏
再
興
の
旗

を
挙
げ
た
。
宮
氏
は
、
天
文
年
間
、
尼
子
氏
に
味
方
し
て
大
内
、
毛

利
氏
の
攻
撃
を
受
け
、
備
後
南
部
で
ほ
と
ん
ど
勢
力
を
失

っ
て
お
り
、

こ
の
機
会
に
失
地
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

宮
氏
の
挙
兵
に
対
し
、
大
内
氏
の
実
権
を
握

っ
た
陶
晴
賢
か
ら
、

芸
備
地
方
の
軍
事
指
揮
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
毛
利
元
就
は
、
一云
備

の
国
人
衆
に
激
を
飛
ば
し
て
、
大
軍
を
備
後
南
部
に
向
け
た
。
合
戦

は
、
七
月
二
十
三
日
に
行
な
わ
れ
、
篭
城
将
士
の
奮
闘
も
空
し
く
、

城
は
陥
っ
て
光
音
は
備
中
に
逃
走
し
た

（『
陰
徳
太
平
記
』
巻
十
八

な
ど
）。
『
毛
利
家
文
書
』
二
九
二
号
な
ど
に
よ
る
と
、
高
所
を
占
め

る
城
方
は
、
さ
か
ん
に
飛
礫
を
用
い
て
抵
抗
し
た
が
、
こ
の
城
の
弱

点
と
な

っ
て
い
た

「尾
首

（西
北
峰
続
き
ご

の
城
壁
を
突
破
さ
れ

る
と
、
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ず
、
一
挙
に
勝
敗
が
決
ま

っ
た
よ
う
で
あ

２つ
。

毛
利
元
就
隆
元
連
署
感
状



加
軍
属
油
Ｉ
紅
　
福
山
市
加
茂
町
芦
原

中
国
準
平
原
の
山
地
か
ら
加
茂
谷
に
流
れ
下
る
加
茂
川
の
西
岸
に

あ
り
、
古
墳
群
の
あ
る
加
茂
山
を
背
に
、
前
に
宮
の
馬
場

・
神
池
を

配
し
、
社
叢
に
覆
わ
れ
る
。
旧
郷
社
。
別
当
寺
と
し
て
神
宮
寺
が
あ

っ
た
。
「
西
備
名
区
」
は

「
日
本
武
尊
、
穴
の
悪
神
を
誅
し
給
ひ
し

時
、
（中
略
）
此
所
に
至
り
て
彼
悪
神
を
誅
し
給
ひ
し
跡
」
と
し
、

祭
神
は
三
二
ギ
尊

・
神
日
本
磐
余
彦
尊

・
玉
依
姫
命

・
賀
茂
建
角
身

命
と
す
る
。
社
伝
に
よ
れ
ば
貞
観
六
年

（八
六
四
）
京
都
賀
茂
雷
社

（上
賀
茂
神
社
）
の
分
霊
を
勧
請
し
た
と
い
い

（「郷
社
賀
茂
神
社

御
由
緒
」
社
蔵
）
、
当
社
付
近
に
は
加
茂
川

・
加
茂
山
の
ほ
か
、
加

茂
川
に
沿
っ
て
貴
船
神
社
、
芦
原
の
東
部
に
高
雄
山
、
字
名
に
純
の

森

・
岩
倉

口
芹
生
な
ど
京
都
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
地
名
が
多

い
。
加
茂
谷
周
辺
に
は
多
く
の
古
墳
群
が
あ
り
、
古
く
よ
り
繁
栄
し

た
地
域
で
、
賀
茂
氏
が
移
住
し
て
開
発
し
た
土
地
と
も
考
え
ら
れ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
古
代
よ
り
存
在
し
た
神
社
で

・
加
茂
の

「大
宮
」

と
よ
ば
れ
て
近
郷
の
崇
敬
を
受
け
て
い
る
。
社
家
石
井
氏
な
ら
び
に

神
宮
寺
に
古
記
録
が
あ
り
、
〓戸
原
が
幕
府
領
時
代
に
は
石
見
大
森
代

官
、
嘉
永

（
一
八
四
八
～
五
四
）
以
後
は
福
山
藩
主
阿
部
正
弘
に
よ

り
祈
願
所
に
定
め
ら
れ
、
と
く
に
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
の
大
千

害
の
際
は
代
参
寺
社
奉
行
に
雨
乞
の
祈
構
が
修
せ
ら
れ
て
い
る
。

猪
の
子

一
号
古
墳

位
置
　
福
山
市
加
茂
町
下
加
茂
猪
の
子
。

概
要
　
加
茂
の
谷
は
西
麓
に
小
規
模
な
が
ら
古
墳
群
が
連
な
り
、
古

墳
密
集
地
域
の

一
角
を
占
め
る
。
本
古
墳
は
東
に
の
び
た
丘
陵
の
先

端
で
、
こ
の
谷
を
見
お
ろ
す
小
高
い
所
に
築
か
れ
て
い
る
。
現
在
、

江
木
神
社
の
境
内
に
位
置
し
、
神
社
の
敷
地
造
成
時
の
削
平
と
土
盛
　
　
１０

り
に
よ
り
、
墳
丘
の
形
態
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
し
か
し
、
周
辺

の
地
形
か
ら
方
墳
ま
た
は
円
墳
の
い
ず
れ
か
で
、
方
墳
で
あ
れ
ば

一

辺
１
４

ｍ
、
一呂
さ
３

ｍ
く
ら
い
の
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
埋
葬
施
設

は
南
に
開
口
す
る
横
口
式
石
柳
に
羨
道
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ

る
。
石
椰
部
は
入
口
を
除
く
５
面
が
残
存
し
、
い
ず
れ
も
花
商
岩
の

切
石
各
１
枚
で
組
合
わ
せ
て
い
る
。
石
材
の
接
合
部
に
は
組
合
せ
の

た
め
の
加
工
が
施
さ
れ
、
左
壁
と
床
石
は
端
部
を
斜
め
に
削

っ
て
合

わ
せ
、
右
壁
と
床
石
、
奥
壁
は
右
壁
を
幅
２

ｃ
ｍ
、
５

ｃ
ｍ
彫
り
込



み
、
床
石
、
奥
壁
を
は
め
込
ん
で
い
る
。

に
漆
喰
が
み
ら
れ
る
。
内
法
は
長
さ
２
．

一喬
さ
０
．
８
９
～
０
．
９
５

ｍ
を
測
る
。

天
丼
石
と
各
壁
と
の
間
隙

８
２

ｍ
、
幅
１

０
９

ｍ
、

羨
道
部
は
側
壁
、
天
丼
石

と
も
２
枚
の
花
閣
岩
を
使
用
し
、
奥
側
は
い
ず
れ
も
大
き
な
切
石
で
、

手
前
の
側
壁
は
幅
の
狭
い
割
石
を
立
て
て
い
る
。
羨
道
の
大
き
さ
は

長
さ
３
．
６
３
１
３
．
８
４

ｍ
、
幅
１
．
４
６
１
１
．
７
０

ｍ
、
現

高
１
．
２
５

ｍ
で
、
右
壁
が
長
く
、
幅
も
入
口
側
で
広
が

っ
て
い
る
。

石
柳
部
と
羨
道
部
の
接
合
面
は
、
天
丼
石
は
ほ
ぼ
垂
直
で
、
側
壁
は

石
椰
部
の
両
側
壁
に
Ｌ
型
の
段
彫
り
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
は
め
込
ま

れ
て
い
る
。
本
古
墳
は
古
く
か
ら
開
口
し
、
遺
物
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
な
い
。
古
墳
の
築
造
年
代
は
埋
葬
施
設
の
構
造
か
ら
７
世
紀
後

半
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
西
２
５

ｍ
の
近
距
離
に
は
、
天

井
石
を
失

っ
た
長
さ
約
５

ｍ
、
幅
１
．
５

ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、

本
古
墳
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
（篠
原
）

石
鑓
山
古
墳
群

位
置
　
福
山
市
加
茂
町
上
加
茂
片
側
。

概
要
　
加
茂
川
の
沖
積
作
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
加
茂
平
野
の

南
端
に
あ
た
る
片
側
の
低
丘
陵
上

（標
高
約
６
３

ｍ
）
に
位
置
し
、

２
基
が
隣
接
し
て
い
る
。
現
地
は
福
山
市
街
か
ら
北

へ
約
１
５
ｋ

ｍ
、

新
国
道
１
８
２
号
線
添
い
に
あ
り
、
丁
度
、
加
茂
平
野
と
神
辺
平
野

1氏
|、 「



が
接
す
る

開
け
た
位

置
に
あ
た

る
。

こ
の

た
め
、
古

墳
群
か
ら

は
加
茂
、

神
辺
両
平

野
を

一
望

の
も
と
に

の
ぞ
み
、

谷
を
は
さ

ん
で
対
面

す
る
北
方

の
低
丘
陵

群
中
に
は

掛
迫

６
号

古
墳
や
猪

の
子
古
墳
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
号
古
墳
は
丘
陵
先
端
に

営
ま
れ
た
径
２
０

ｍ
、
現
存
高
３

ｍ
を
測
る
円
墳
で
あ
る
が
、
墳
丘

は
花
間
岩
の
特
有
の
地
形
で
あ
る
自
然
の
円
頂
丘
を
削
り
出
し
て

形
成
し
た
墳
丘
基
盤
上
に
盛
土
を
厚
く
重
ね
て
つ
＜
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
墳
丘
は
裾
部
と
中
腹
に
花
商
岩
の
角
礫
を
使
用
し
て

列
石
が
め
ぐ
ら
せ
て
あ
り
、
一
見
、
２
段
築
成
を
思
わ
せ
る
特
異
な

外
観
を
有
し
て
い
る
。
主
体
部
は
２
基
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
竪
穴
式

石
室
で
あ
る
が
、
中
心
主
体
と
考
え
ら
れ
る
第
―
号
主
体
部

（内
法

２
．
８
ｘ
ｌ

ｍ
）
に
は
長
さ
７
．
５

ｍ
、
深
さ
‥

ｍ
に
及
ぶ
排
水
溝

が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
石
室
内
部
か
ら
は
ほ
ぼ
完
存
す
る
壮
年
の
男

性
人
骨

一
体
と
共
に
、
舶
載
の
斜
線
二
神
三
獣
鏡
、
斐
翠
製
の
異
形

勾
玉
を
含
む
装
身
具
類
４
７
、
鉄
製
品
３
が
出
土
し
て
い
る
。
他
に

石
室
土
墳
外
か
ら
鉄
鏃
１
４
が
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
て
い
る
。
第
２

号
主
体
部

（内
法
２
．
５
ｘ
Ｏ
．
７

ｍ
）
は
内
部
に
割
竹
型
木
棺
を

納
め
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
中
か
ら
琥
珀
の
勾
玉

一
を
含
む
も

の
の
、
銅
鏃
５
、
鉄
鏃
２
７
、
鉄
剣
１
、
刀
子

一
と
い
っ
た
武
器
を

主
体
と
し
た
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

12



正
戸
山
城
跡
福
山
市
御
幸
町

南
北
朝

の
内
乱

は
、
日
本
史
上
で
も

重
要
な
出
来
事

で

し
た
。
今
ま
で
わ
ず

か

に
余
命
を
保

っ

て
い
た
古

代
勢
力

は

こ
の
戦
乱

で
最

終
的

に
勢
力
を
失

い
、
本
格
的
な
武
士

の
世

の
中
が
始
ま

る
の
で
す
。
　
ま
た
、

こ
の
時

代
に
な
る

と
国
人
と
呼
ば
れ

た
在
地
武
士

の
動

き
も
活
発
と
な
り
、

福

山
地
方

の
歴
史

も
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
武
士
達
の
争
奪
の
的
に
な
っ
た
山
城
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
御
幸
町
の
正
戸
山

【
し
よ
う
と
や
ま
】
城
跡
で
す
。

こ
の
城
は
、
“
備
後
の
穀
倉
”
神
辺
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
独
立
丘
で
、
南
麓
に
旧
山
陽
道
が
通
り
、
現
在
で
は
平
野
に
孤
立

す
る
小
丘
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
周
囲
は
“
沼
”
で
あ

っ

た
と
伝
え
、
戦
略
的
な
要
衝
を
占
め
た
、
正
に
天
然
の
要
害
と
言
え

る
も
の
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
地
誌
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
城
は
小
藤
備
前
守
が
築

き
、
た
め
に
小
藤
山

【
し
よ
う
と
う
や
ま
】
と
呼
ば
れ
た
と
伝
え
て

い
ま
す
が
、
史
上
に
現
れ
る
の
は
、
北
朝
方
の
備
後
守
護
岩
松
頼
宥

【
い
わ
ま
つ
ら
い
ゆ
う
】
の
居
城
と
し
て
で
し
た
。

岩
松
氏
は
、
新
田
義
貞
の

一
族
で
、
上
野
国

【群
馬
県
】
の
武
士

で
し
た
が
、
南
北
朝
の
内
乱
で
は
義
貞
と
袂
を
分
か
ち
、
足
利
尊
氏

の
忠
実
な
部
下
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

彼
が
備
後
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
そ
の
頃
備
後
に
勢
力
を
持

っ
て

い
た
守
護
上
杉
氏
の
力
を
押
さ
え
込
む
た
め
で
し
た
。
守
護
を
押
さ

え
る
た
め
に
守
護
を
派
遣
す
る
と
い
う
の
も
妙
な
話
で
す
が
、
当
時
、

13



戦
乱
は
南
北
両
朝
の
抗
争
よ
り
も
尊
氏
・直
義
兄
弟
の
権
力
闘
争
の

方
が
熾
烈
を
極
め
、
直
義
に
味
方
し
た
上
杉
氏
に
対
し
て
、
尊
氏
か

ら
派
遣
さ
れ
た
の
が
岩
松
頼
宥
だ

っ
た
の
で
す
。
時
に
観
応
２
年

【
１
３
４
９
】
８
月
の
こ
と
で
し
た
。

正
戸
山

【当
時
は
勝
戸
と
書
い
た
】
に
本
拠
を
置
い
た
頼
宥
は
早

速
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
直
後
、
８
月
１
３
日
に
は
石
成
上
下

城
に
よ
る
上
杉
氏
の
軍
勢
を
破
り
、
同
月
２
２
日
に
は
尾
道
城
に
拠

る
直
義
方
と
戦

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
杉
氏
の
反
撃
も
中
々
鋭

い
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
同
年
１
０
月
に
は
正
戸
山
城
も
攻
撃
を

受
け
、
味
方
の
奮
戦
に
よ
っ
て
や
っ
と
撃
退
し
て
い
ま
す
。

結
局
、
こ
の
戦
い
は
尊
氏
方
の
勝
利
に
終
わ
り
、
頼
宥
は
備
後
を

去

っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
こ
の
城
の
役
割
は
終
わ
ら
ず
、
以
後
２
５

０
年
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
ま
で
地
域
の
拠
点
と
し
て
興
亡
を
繰
り

返
す
の
で
す
。
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3下 郷 地 遺 跡 4青 塚 古 墳 群
8妙 言 古 墳 群  9法 光 寺 跡

13-ノ 井手古墳群  14倉 田 古 墳 群

18正福寺裏山古墳群 19長 石 古 墳

23竜 王 山 遺 跡  24石 鎚 山 古墳 群

28中 野 北 古墳 群  "大  附 古 墳

33小 野 古 墳 34お う ち 古 墳
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